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1．主な研究テーマ
① グリコール誘導体金属からの合金と複合体の合成

金属アルコキシドを補完・代替することが可能なグリコー

ル誘導体金属を開発し、金属やセラミックスの単体のみなら

ず、合金や複合材を容易に合成することが可能となっていま

す。

一般的に金属アルコキシドは、常温で固体もしくは液体状

態であり、熱分解時には気体となるため、得られる金属やセ

ラミックスの組成や形状の制御が難しい欠点がありました。

本グリコール誘導体金属は熱分解時の高温で固体であり、形

状制御が容易になるという特徴を有しています。熱分解時の

雰囲気制御により、金属や炭化物、窒化物、もしくは、酸化物

などに作り分けることができます。

例えば、通常 1600℃前後の高温焼成が必要な YAG:Ce3+蛍

光セラミックスを 1300℃の比較的低温で調製することが可能

となりました（図１）。

② 界面制御による高効率反応プロセスの探索
低温度で短時間焼成により所望の酸化物および非酸化物セ

ラミックスを得る反応を低エネルギーで完結させるため、窒

素含有モノマーとの誘導体化による還元・窒化法の開発や、高比表面積テンプレートを用

いた高面積の界面反応を有効活用する高効率反応プロセスを探索しています。この技術を

応用して、歯科材料やバイオマス由来の炭素材料などの分野への展開も行っています。
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3．特色・研究成果・今後の展望等（社会実装への展望・企業へのメッセージもあれば） 
大学・工学部内の他のコースや学部のみならず、私企業との共同研究を多数行っており

ます。ナノやバルクの金属・セラミックスに関する素材の開発を主な研究としています。
加えて、長崎大学共用機器（https://nushare.ura.nagasaki-u.ac.jp/index.php）の多くを利用する
ことができるため、材料の評価のみの共同研究も行っております。今後は、マテリアルズ
インフォマティクスと AI を用いたより効率的な材料開発のフレームワークを構築する予
定です。
これまでの研究室の枠にとらわれることなく、大学間連携設備ネットワーク

（https://chem-eqnet.ims.ac.jp/）を利活用しながら、大学外からの要望をサポートします。CO2

固定化のための触媒反応に係る研究や歯科用インプラントの疲労試験の研究を行う装置と
制御・解析用のプログラムの開発を行っています。

researchmap：https://researchmap.jp/quasers/ 

図 1 調製した金属含有グリコール
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